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 倉吉パークスクエア 1月の催し物 ピックアップ　倉吉パークスクエア 1月の催し物 ピックアップ★★★★★★★ ★★★★★★★

倉吉未来中心　大ホール

■デーモン閣下の邦楽維新Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ

　～新春縁起・日本海～

と　き：１月９日（土） １４：００～１７：００

入場料：【全席指定】ＳＳ席５，０００円、Ｓ席４，５００

円　A席４，０００円　高校生以下１，５００円

無料託児サービス有り（定員制要申込）

※問合せ先：倉吉未来中心（あ２３―５３９１）

■第１９回中部芸能総大会

と　き：１月１７日（日） １１：００～１６：００

入場料：３００円（当日５００円）（全席自由）

※問合せ先：天主会（あ２８―３１１９）

■第１３回 上井流 福寿会 新春芸能チャリティー発表会

と　き：１月２４日（日）１１：００～１５：００

入場料：１，０００円（全席自由）

※問合せ先：上井流福寿会（あ３５―３８２２）

■鳥取県倫理法人会女性委員会講演会

と　き：１月２８日（木）１８：００～１９：３０

入場料：５００円

※問合せ先：鳥取県倫理法人会（あ４７―０８００）

■平成２１年度ふれあいコンサートｉｎ倉吉公演

と　き：１月３０日（土）１４：００～１６：００

入場料：無料（要整理券）

※問合せ先：自衛隊倉吉地域事務所（あ２６―２９００）

■第３３回全日本アンサンブルコンテスト中国大会

と　き：２月６日（土）１０：００～１８：００

　　　　　　７日（日）９：３０～１８：００

入場料：７００円（全席自由）

※問合せ先：倉吉西高等学校（横山）（あ２８―１８１１）

倉吉未来中心　小ホール

■新春親子ふれあいコンサート

と　き：１月９日（土）１３：３０～１５：３０

入場料：無料

※問合せ先：上灘小学校（中村）（あ２２―４７７２）

■倉吉東高校演劇部発表会

と　き：１月１０日（日）１４：３０～１５：３０

入場料：無料

※問合せ先：倉吉東高等学校（岩本）（あ２２―５２０５）

■共同参画時代のパパ力 ( ぢから ) 養成フォーラム

～ファザーリング・とっとり２０１０～

と　き：１月１６日（土）１３：３０～１６：３０

入場料：無料（無料託児あり要事前申込９日（土）まで）
※問合せ先：鳥取県男女共同参画センターよりん彩（あ２３―

３９０１）

■倉吉シネマクラブ１月例会

「夏時間の庭」（２００８年／フランス／１０２分）

と　き：１月２２日（金） １９：００～、２３日（土）①

１４：００～、②１６：３０～、 ③１９：００～

入場料：会員制（当日入会可）

※問合せ先：倉吉シネマクラブ（あ２３―３６５５）

■鳥取養育研究会　第４回研究発表会

と　き：１月２４日（日）１０：００～１７：００

入場料：５００円（鳥取養育研究会会員外）（全席自由）
※問合せ先：鳥取養育研究会事務所（あ０５０―３５３２―８１２７）

■人権学習プログラム研究会

と　き：１月２７日（水）１３：００～１５：００

入場料：無料
※問合せ先：鳥取県人権教育調査研究委員会（あ０８５７―２６―

７５３４）

■ ＫＵＲＡＹＯＳＨＩ   ＳＰＥＣＩＡＬ   ＴＨＡＮＫＳ   ＬＩＶＥ！！！

　ＢＹ     ＡＫＩＲＡ     ＹＡＭＡＤＡ

と　き：１月３１日（日）１６：３０～２０：００

入場料：一般１，０００円、高校生以下５００円（全席自由）
※問合せ先：山田（あ０８０―５６１７―２９４４）

倉吉未来中心　アトリウム

■共同参画時代のパパ力 ( ぢから ) 養成フォーラム

～ファザーリング・とっとり２０１０～キッズ・コーナー

と　き：１月１５日（金）１３：００（初日）～１７：３０（最

終日）

入場料：無料（無料託児あり要事前申込９日（土）まで）
※問合せ先：鳥取県男女共同参画センターよりん彩（あ２３―

３９０１）

倉吉交流プラザ

■「家庭の日」絵画作品巡回展～毎月第３日曜日は「家庭の日」～

と　き：１月８日（金）～１７日（日）１３：００（初日）～

１８：００

ところ：エントランス

入場料：無料
※問合せ先：倉吉市青少年育成協議会（あ２２―８１６７）

■たのしいレクリエーション

と　き：１月９日（土） ①１０：００～１２：００、②１３：

００～１５：００

ところ：市民交流室

内　容：①バンビーくらぶ（手作り玩具であそぼう♪）

②ざ・ちゃれんじ（レトロあそび）

参加費：無料（当日受付）※だれでも参加できます。

※問合せ先：倉吉市生涯学習課（あ２２―８１６７）
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 倉吉パークスクエア 1月の催し物 ピックアップ　倉吉パークスクエア 1月の催し物 ピックアップ★★★★★★★ ★★★★★★★

　

●今月の展示コーナー
「倉吉の凧（イカ）」
と　き：１月５日（火）～３１日（日）
　独特の形態の倉吉イカをたくさん
展示します。勇壮で鮮やかな絵柄を
お楽しみください。
●就農相談会
と　き：１月１７日（日）午前１０時
～午後３時
ところ：倉吉交流プラザ 第２研修室
※問合せ先：（財）鳥取県農業担い手育成基

金（あ０８５７―２６―７５９９）

●特許情報相談会
と　き：１月１９日（火）①午後１時
３０分～②午後２時３０分～③午後
３時３０分～
ところ：倉吉交流プラザ 第２研修室
※事前申込必要
※申込・問合せ先：（社）発明協会鳥取県支部（あ０８５７―５２―

６７２８）

●職業生活設計セミナー
と　き：１月２７日（水）午後１時３０分～３時
ところ：倉吉交流プラザ　第１研修室
テーマ：再就職準備ガイダンス
講　師：中野 聡さん（中野社会保険労務士事務所）　
※事前申込必要
※申込・問合せ先：（社）鳥取県高齢・障害者雇用促進協会（あ

０８５７―３２―８２６１）

●雑誌のリサイクル市
と　き：１月３０日（土）午前１０時～午後２時
ところ：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール
●せきがね図書館　雑誌のリサイクル市
と　き：２月６日（土）午後 1時～ 3時
ところ：関金総合文化センター　トレーニングルーム

　
　

展
覧
会
・
展
示
会

《
倉
吉
博
物
館
》
■
第
７
回
鳥
取
県

ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会
９
日
〜
17

日　

■
第
14
回
鳥
取
県
美
術
家
協

会
作
品
展
24
日
〜
31
日　

■
自
然

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ「
小
鴨
川
の
水
鳥

を
み
よ
う
」11
日

《
百
花
堂
》
■
百
花
堂
25
周
年
記
念

新
春
作
家
５
人
展
２
日
〜
８
日　

■
新
春
盆
栽
展
10
日
〜
14
日　

■

写
友
は
ご
ろ
も
新
春
展
16
日
〜
22

日　

■
松
本
和
樹
イ
ラ
ス
ト
展
27

日
〜
31
日　

■
光
彩
展
２
月
２
日

〜
８
日

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
武
道
館
》
■
全
国
高
校
剣
道

選
抜
大
会
９
日　

■
市
営
武
道
館

鏡
開
き
式
10
日

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》
■
全
国
高
校

選
抜
ラ
グ
ビ
ー
県
予
選
大
会
24
日

31
日

KURAYOSHI CITY LIBRARY

市立図書館
KURAYOSHI MUSEUM
倉吉博物館

＊自然ウォッチングのご案内＊

「小鴨川の水鳥をみよう」

　白い体に目の周りだけが

黒い、パンダのような顔を

したカモの一種で、水に潜

ると次に出てくる水面の予

想が難しいミコアイサ。短

い首の上の頭には、ナポレ

オンがかぶっていた帽子の

形をした緑色の金属光沢をもった部分のあるヨシガ

モ。昨年のウォッチングで見られた水鳥の一部です。

　際立つ特徴をもつものは、すぐ覚えられます。毎

年わかる種類を増やしていくのも楽しいものです。

寒さの中ですが、出かけてみませんか。

と　き：１月１１日（月・祝）午前９時～１１時ごろ
ところ：小鴨川河川敷
集合場所：東中学校裏 小鴨川河川敷（三明寺橋下）
※当日は暖かい服装でご参加ください。

第１４回鳥取県美術家協会作品展開催！

　鳥取県美術家協会は、平

成８年９月、県内の洋画、

および日本画の振興と会員

の親睦を図ることを目的に、

県内在住の洋画家、および

日本画家をもって結成され

た県内最大の美術団体です。

　作品展は、多くの人に美術に親しんでいただくと

ともに、会員の更なる制作技量の向上を図るため、

結成以来、毎年開催しています。

　県中部での開催は３年ぶりです。是非この機会に

会員の意欲作をご鑑賞ください。

と　き：１月２４日（日）～３１日（日）
ところ：倉吉博物館 第１･２･３･４展示室
※入場無料・会期中無休

＊今月の休館日＊

１～４日、１２日、１８日
※問合せ先：倉吉博物館（あ２２―４４０９／い２２―４４１５）

倉吉市立図書館
　あ 47―1183
　い 47―1180
せきがね図書館
　あ /い 45―2523
http://www.lib.city.

kurayoshi.tottori.jp/

○ ◇ △
□

◇

１月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2
1～4・12・18・25日は休館日
28日は資料整理休館日

□むかし話をきく会（14：00～）倉

○おはなしかい（14：00～）倉

◇あかちゃんのおはなしかい（11：00～）倉

△おはなしかい（10：30～）  関

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 3031
○24

▲ミコアイサ

▲昨年の様子（県立博物館）
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）

～有料広告募集中～

【大きさ】

縦5cm×横18cm（１号広告）

縦5cm×横 9cm（２号広告）

縦5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回
【問合せ】 090－3634－4796 松浦一夫

合氣道会員募集
☆稽古日時
　毎週火曜・土曜日
　19：00 ～ 21：00

合気道倉吉道場

☆稽古場所
　倉吉武道館　
　（倉吉市葵町 601－1）

近くにお越しの際は見学だけでも結構です
どうぞお立ち寄りください。

～長年の功績をたたえて～

文部科学省 社会教育功労表彰を受賞

１１月２０日（金）
　小谷次雄さんは、倉吉市公民館連絡協議会会長、倉吉
市社会教育委員協議会会長、鳥取県教育審議会生涯学習
分科会職務代理など、広く鳥取県の社会教育の振興に多
大な貢献をされ、このたび文部科学省社会教育功労表彰
を受賞されました。

～万が一に備えて～

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を設置
１１月２４日（火）

　昨年度、市内の中学校５校に設置したＡＥＤを、このたび、

小学校14校と倉吉交流プラザにも１台ずつ設置しました。
※ ＡＥＤとは突然心臓の筋肉がけいれん状態になり、血液を流
せなくなった場合に、必要に応じて心臓に電気ショック（除細
動）を与え心臓の働きを戻すための器械です。

～心も体もリフレッシュ～

農村体験モニター（農家民泊体験編）
１２月５日（土）～６日（日）

　手作りの竹食器での食事や、渓流釣り、農家への宿泊
などを体験し、充実した２日間を過ごしました。

～干支作りに挑戦！～

ちりめん細工教室
１１月２７日（金）

　手芸用ちりめんを使った寅の置物を作りました。参加者は
「表情がかわいい」「玄関に飾りたい」と、目を細めていました。

～牛を描いた作品「水遊び」で快挙～

第５０回日本版画会展で東京都知事賞を受賞
１１月２２日（日）

　桑田幸人さんは、日本版画会展で第２席となる東京都
知事賞を受賞され、その報告のため、市長を表敬訪問し
ました。公民館活動をきっかけに版画を始めたという桑
田さんは、「自分の作品が賞をいただき大変驚いている」
と感想を語られました。
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No.９

寅
年―

韓
国
の
ト
ラ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

　

昨
年
４
月
に
交
流
員
の
仕
事
を

始
め
て
か
ら
早
９
か
月
、
あ
っ
と

い
う
間
に
２
０
０
９
年
が
過
ぎ
、

２
０
１
０
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
干え

と支
で
い
う
と
寅と
ら

年
で
す

ね
。
干
支
は
韓
国
に
も
あ
り
、
順
番

も
日
本
と
同
じ
で
す
が
、
12
番
目
の

「
亥
い
の
し
し」の
時
、
韓
国
で
は「
豚
」で
す
。

　

今
年
の
干
支
、寅
年
に
ち
な
ん
で
、

韓
国
の
ト
ラ
に
つ
い
て
話
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　

韓
国
は
山
が
多
く
、
昔
は
野
生

の
ト
ラ
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、

１
９
２
２
年
に
捕
獲
さ
れ
た
ト
ラ
を

最
後
に
、
野
生
の
ト
ラ
は
確
認
さ
れ

て
お
ら
ず
、
今
で
は
動
物
園
で
し
か

ト
ラ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
昔
か
ら
ト
ラ
は
と
て
も

身
近
な
存
在
で
、
建
国
神
話
に
も
出

て
き
ま
す
。
天
の
神
様
の
息
子
の

桓フ
ァ
ン
ウ
ン
雄
が
、
広
く
人
間
に
利
益
を
与

え
る
た
め
に
人
間
世
界
に
降
臨
し
ま

し
た
。そ
こ
に
、ト
ラ
と
ク
マ
が
や
っ

て
来
て
、人
間
に
な
り
た
い
と
願
い
、

桓
雄
は
、
１
０
０
日
間
洞
窟
に
こ
も

り
、
ヨ
モ
ギ
と
ニ
ン
ニ
ク
だ
け
を
食

べ
る
よ
う
に
言
い
渡
し
ま
し
た
。
ト

ラ
は
我
慢
で
き
ず
に
逃
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
ク
マ
は
最
後
ま
で
言
わ

れ
た
通
り
に
し
た
の
で
、
人
間
の
女

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
桓
雄
と

結
婚
し
、
生
ま
れ
た
檀タ
ン
グ
ン君

が
、
韓
国

を
建
国
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
ト
ラ
は
韓
国
の

伝
説
や
民
話
に
も
よ
く
登
場
し
ま

す
。
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
騙だ
ま

さ

れ
た
り
、
恩
返
し
す
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ト
ラ
が
出

て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
昔
話
は「
昔
、
昔
、

大
昔
…
」
な
ど
と
始
ま
り
ま
す
が
、

韓
国
で
は「
昔
、
昔
、
ト
ラ
が
タ
バ

コ
を
吸
っ
て
い
た
こ
ろ
…
」
な
ど
と

始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ト
ラ
が

出
て
く
る
こ
と
わ
ざ
も
、
と
て
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
の
も
う
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
神
聖
な
動
物
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
四
方
神
の
西
を
守
る
白
虎
や
、

山
神
の
守
護
神
と
し
て
、
ま
た
、
山

神
自
身
が
ト
ラ
に
化
け
て
登
場
す

る
な
ど
の
絵
が
、
と
て
も
多
い
で

す
。
そ
し
て
、「
カ
ッ
チ
ホ
ラ
ン
イ

（
鵲
虎
圖
）」
と
い
う
、
カ
サ
サ
ギ

（
カ
ッ
チ
）
と
ト
ラ（
ホ
ラ
ン
イ
）
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
民
画
も
た
く
さ

ん
あ
り
、
松
は
長
寿
を
、
カ
サ
サ
ギ

は
喜
び
を
、
ト
ラ
は
報
恩
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
厄
除
け
と
し
て

も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
ト

ラ
は
、
そ
の
強
さ
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
さ

な
ど
が
親
し
ま
れ
、
88
年
の
ソ
ウ
ル

五
輪
の
マ
ス
コ
ッ
ト
や
、
韓
国
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
エ
ン
ブ
レ
ム
な
ど
に
も

起
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寅
年
で
あ
る
今
年
が
、
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
今
月
の
一
言
●

　

▼

民
画「
カ
ッ
チ
ホ
ラ
ン
イ（
鵲
虎
圖
）」

あ22-8167／い22-1638
生涯学習課

①

　

昨
年
は
、
教
育
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、

家
庭
教
育
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
た
め
、

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
生
涯
学
習
を
テ
ー
マ
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

生
涯
学
習
っ
て
な
に
？

　

生
涯
学
習
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、
生

き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
、
自
由
に
学
習
方
法
を
選
ん
で
、「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
楽
し
く
」

人
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
習
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

生
涯
学
習
は
、
家
庭
や
学
校
で
行
わ
れ

て
い
る
基
礎
的
な
も
の
か
ら
、
趣
味
や
教

養
、
資
格
取
得
、
企
業
内
研
修
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
芸
術
・

文
化
活
動
、
地
域
づ
く
り
活
動
、
国
際
交

流
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広

い
も
の
で
す
。

　

個
人
で
、
あ
る
い
は
仲
間
と
と
も
に
楽

し
く
学
び
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
方
や
生

き
方
を
変
え
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
こ
と
、

そ
れ
が
生
涯
学
習
の
意
義
で
あ
り
、
面
白

さ
で
も
あ
り
ま
す
。

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
） 倉吉市越中町2095-1

～有料広告募集中～

【大きさ】

縦5cm×横18cm（１号広告）

縦5cm×横 9cm（２号広告）

縦5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回
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●倉吉市の人口
（基本台帳）

24,154人（－12）男

26,942人（－ 2）女

51,096人（－14）計

20,356世帯（＋ 9）

（H21.11.30現在）

107人（＋ 3）男

199人（＋ 7）女

306人（＋10）計

  259世帯（＋10）

●外国人登録者数

　新型インフルエンザの猛威で、この冬は、子どもの健康づくりに

ついて考えることが多かったのではないでしょうか。今回は、日ご

ろ私たちが食べている食材が健康とどんなふうに結びついているの

かを学びながら、「丈夫な身体づくり」や「免疫力アップ」につながる

料理を作ります。薬膳を使った「心も身体も元気にする子どもの食べ

やすいメニュー」を親子でク ッキングしてみませんか？　

　おいしい物を食べてみんなで健康づくりを楽しみましょうね。

と　き：１月２７日（水）午前１０時～正午

ところ：子育て総合支援センター「おひさま」

対　象：離乳食後期以上の子どもと保護者（２５組程度）

講　師：安井 富美子さん（薬膳中級調理指導員）

参加料：無料　※アレルギーのある場合は、相談してください。

申込期限：１月２２日（金）

※申込・問合せ先：子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２―３９１４）

薬膳を使った乳幼児食づくり

お

母
さ
んと
赤ちゃんのた

め
の

育ちの広場

さ
ら
に
連
携
を
深
め
る

　

12
月
４
日（
金
）
本
学
に
て
鳥

取
短
期
大
学
と
倉
吉
市
教
育
委

員
会
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
書
の
調
印
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
本
学
と
倉
吉
市
教

育
委
員
会
と
が
教
育
に
関
し
て
、

相
互
の
機
能
を
活
用
し
、
連
携
協

力
を
行
い
、
教
育
の
充
実
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
連
携
協
力
す
る
に
あ
た
り
、

教
職
員
の
派
遣
、
お
よ
び
受
け

入
れ
や
施
設
設
備
の
利
用
な
ど
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
一
層
連
携
強
化

を
図
る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
ま

し
た
。
本
学
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
深
め
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

特
別
研
究
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
！

　

特
別
研
究
は
、
学
生
が
興
味

に
応
じ
て
研
究
内
容
を
設
定
し

受
講
す
る
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
方

式
の
科
目
で
す
。
今
年
度
は
次

の
日
程
で
研
究
成
果
を
発
表
い

た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
短
期
大
学
総
務

課（
あ
２
６―

１
８
１
１
）

168

日　程   ・  場　所 学科・専攻名 内　容

１月２０日（水）午前９時４５分～

　　　　　　本学 Ｂ２０３

生活学科

情報・経営専攻

電子オルゴール作成、R.P.G.、エクセル利用
の実用的家計簿、見やすいホームページ、国
際資源、高齢化社会、死刑、結婚、相続など
多岐にわたるテーマの口頭発表

１月２７日（水）

午後２時４５分～

本学 Ｂ２０３
国際文化交流学科

日本や世界の民俗、文化、伝統行事、音楽、
宗教、歴史、言語、交流活動など、各自の研
究成果を論文形式にまとめ口頭発表

午後２時５０分～

本学 Ｄ２０５

専攻科 

食物栄養専攻
「豆腐の食文化について」論文形式にまとめ
口頭発表

１月３０日（土）午後１時～

　　　　　　ハワイアロハホール

幼児教育保育学科

（舞台発表の部）

口頭発表（特別支援教育・発達心理学・野外教育・
専攻科福祉専攻）、実践発表（「うたのおにいさ
んおねえさんの魅力」「ピノキオ」「シンデレラ」）

２月３日（水）午後１時～

　　　　　　本学 Ａ２０２

生活学科

住居・デザイン専攻

倉吉市展や鳥取県展に入選したデザイン作品
や立体絵本、遊具の制作過程、ピクトグラム
の活用などの発表

２月２日（火）～１０日（水）

午前９時～午後４時３０分

　　　　　　本学 Ａ１０２

幼児教育保育学科

（展示の部）

（土・日は除く）

造形教育、および口頭発表をおこなった研究
の展示、専攻科福祉専攻の学生の論文、舞台
発表で使用した衣装・人形などの展示

▲ 協定書の調印を済ませた
福井教育長と山田学長

■新年号は、縁起よく「福の神」を取り上げてみ
ました。学生時代の恩師の彫刻家は、よく、「優
れた作品は、自然物と同じように、『あるべくし
てある』フォルムの集合体であり、その作品だ
けで世界が完結しているものだ」と言っていま
した。集仏庵の仏像は、まさにそれで、拝見して
いてとても心地よかったです。皆さんも、「福の
神に会える街」に出かけてみませんか（Y.T）
■相手の目を見て話しを聴くこと。当然のこ
とですが、大切なことです。限られた取材時間
の中で、どれだけ正確に相手の心情や思いをく
み取って情報を集められるか。それは、どれだ
け相手と打ち解けられるかによると思います。
情報をたくさん集めて、そこからエッセンスを
抽出することで充実した市報になると思いま
す。まだまだ未熟ですが、心の通った記事を掲
載し、より多くの皆さんに読んでいただけるよ
う、目標を持って頑張ります（A.T）


